


















る保磁力は磁気異方性から予想 され る値よ りかな り小 さい｡ 保磁力は磁気異方









熱処理によって得 られた試料に対 し､ X線回折､ メ.スバウア-分光､ DSC.
V SM及びパルス及び定常強磁場により結晶化過程 と磁化過程 を調べた｡ 今回
の実験では_ 析(出結晶相の同定には X線回折 を用いー 57Feのメスバウア-分光
を用いて析出結晶相の定量的比率を求めた｡
実験結党､考祭
図 1はアモル ファス､ Nd2FeH臥 aJTeの三相共存状態の試料のメスバウアー
スペク トルである｡ このスペしク トル中の 6本のt.-クは､ X線回折でα-Feの位
置に幅の広いピークがある試料に見られるもので､解析結果から内部碇場は33


























その結果が図2､ 3､ 4である｡ それぞれ曲度500℃､550℃､ 575℃で isot































数 n-1.1を得た｡ この値より考えられ ることは結晶相●の析出が 1次元的 (針状
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